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11月27日 開会

市長から
議案等の提出

12月3日～10日

代表・一般質問 等

12月11・12・15・17日

5つの常任委員会にて
議案等を審査

各委員長からの審査報告後、
討論を経て採決

12月19日　閉会

　ハイサイ　グスーϤー　イイ ソーグϪチ　デービル
　あけましておめでとうご͟います
　市民のօ様とともに、希望あ;れる令和̔年の新य़をおܴえできま
すことを、心よりおتび申し上げます。
　年಄にあたり、那覇市議会を代表してごѫࡰを申し上げます。
年は、先の大ઓの終結から80年となる節目の年であり、改めて平ࡢ　
和の尊さと次の世代へとܨぐ責任を強く実感した年でありました。
　そして、Կと言っても๨れられないのが、沖縄尚学高等学校による
Նのߕ子園大会優勝であります。೤ઓを܁り広げ、多くの市民・県民に
༐気と感動を与えていただいたことに感謝申し上げますとともに、県
民栄誉賞、那覇市੨少年特別賞を受賞されましたことに、心よりおॕ
い申し上げます。
　さて、いよいよ今年は、火災でমࣦした首里城正఼が復元されます。

首里城がҐ置する地元の市議会として、復元を待ちわびるօ様ととも
に、このॠ間をܴえることに深いتびを感じております。
　今回の復元により、歴史教育や観光の拠点となるだけでなく、地域
ৼ興にも大きく寄与し、さらなる発展をもたらすことを、大いに期待
しております。
　那覇市議会は、市民のօ様の暮らしを第一に考え、様々な੠を尊重
しながら課題解決に全力で取り組んでまいります。
　また、女性議員が̐割を占める議会として、多様な価値観を活かし、
市民一人ひとりが安心して暮らせるまちづくりを進めてまいります。
　結びに、օ様におかれましては、本年もご健康で充実した一年とな
りますようおفり申し上げ、年಄のごѫࡰといたします。
　イッペー　ニフΣー　デービル

那覇ࢢ議会
11月定例会の
主なྲྀれ

謹んで新春の
お慶びを申し上げます

多様な価値観を活かし、
市民一人ひとりが安心して暮らせるまちに

年頭のごあいさつ
令和８年（2026年）新春

議長　坂井 浩二 副議長　大城 わかこ



な͸ࣗຽ・ແॴଐの会
ҭʹつ͍ͯڭԽࡍࠃ
໰世界で活躍する次世代育成
に向けӳ語教育強化のため小
中学校での"Iӳ会話アプリ
導入を提案してきた。現状は。
౴令和7年10月に市立中学校
8校で生成"Iアプリ実証を実
施した。今後"Iӳ会話アプリ

導入含むӳ語教育推進事業費予算として令
和8年度実施計画にて2�4億円を見込み、さ
らなるӳ語教育充実化を図る。
໰今後の人材育成の目標は。
౴グローバルな視点で多様な主体とੵۃ的
に協働できる社会性を身に付けた人材育成
に努める。
おもΖ·ͪӺલのެԂ޿৔のར׆༻ʹつ͍ͯ
໰取組を問う。
౴これまで地域主体の飲食ܥイϕント開催
など、多様な活用が図られてきた。令和3年
度は新たにトイレを整備、令和5年度はՖஃ
設置など、魅力的で利便性の高い空間づくり
に取り組んできた。
໰Ӻ前の公園広場幅員約40N長さ約400Nの
公共ෑ地に、雨আけや日আけ、生઱食品や加
工食品を扱うマルシΣなどの商店܈を地元デ
ϕロッパーとの連携にて形成し、人中心のӺ
前とするべき。Ӻ前から歩いて大型モールや
県立ത物館、新都心公園などに出向けるよう
なまちづくりが望ましい。Ӻ前の೐わい創出
のためにどのような制度活用が想定されるか。
౴民間の資金やアイデアを活用できるパー
クPFI制度などにより、民間のॊೈな発想や
専門性を取り入れ、Ӻ前公園広場の魅力向上
とにぎわい創出が期待できる。
ಹ೼ࢢ಺খதֶߍのϑοԽ෺ચޱʹつ͍ͯ
໰取組を問う。
౴希釈されたポーションタイプのフッ化物
ચ口ӷを使用。小学校3校、中学校1校で実施。
໰実施校拡充に向けた取組は。
౴毎年度校長研修会等でフッ化物ચ口の取
組を説明している。

ಹ೼ࡾେࡇり΁の支ԉ֦ॆʹ
つ͍ͯ
໰前回の代表質問において、
那覇大綱挽まつり、那覇ハー
リー、琉球王ேࡇり首里への
支援拡充をૌえた。次年度実
施計画等で示された増額の方
針はܴ׻すべきことだが、補

助額を決定する基準はどのように決められ
ているのか伺う。
౴補助金については、那覇市観光ৼ興事業費
補助金交付要綱及び各ࡇりの交付要ྖに基
づく補助率を上限に交付している。
໰補助金が増額されると、その割合に応じた
自ݾ負担額も増大することになるが、増額分
を直ちに࿫えるだけの༨力はまだ現場には
ない。今後、現場の実情に合わせたॊೈな対
応を行う考えはあるか。
౴寄ෟ金が集まりにくいなど、苦労している
ことも伺っているため、主催する団体などと

意見交換をしていきたいと考えている。
人ݮޱগରࡦʹつ͍ͯ
໰前回の代表質問において、人口減少対策の
強化をૌえた。今回、若者・子育て世帯への
新たな支援策がଧち出されたことに対し、心
より感謝とتびを申し上げる。֓ 要を伺う。
౴市営住宅を活用した子育て世帯・若者෉婦
世帯に対する支援として、市営住宅における
子育て世帯の収入基準緩和の対象ൣ囲を広
げる。また、෉婦のみで入居される世帯で、
ࠗҽ後2年未満かつ෉婦いずれも40ࡀ未満
の「新ࠗ若者世帯」について、収入基準を本
来の基準よりも緩和するとともに、優先的な
入居枠を確保する。県内初の試みであり、今
回、大名市営住宅の新౩に15戸程度確保し、
令和8年3月ࠒの公募を予定している。

ಹ೼ࢢの水道事ۀʹつ͍ͯ
໰11月24日に起こった大ٓ
味ଜでの大規模な漏水の影響
で、那覇市を含む地域で断水
や一部断水が発生した件に関
し、今回の事ނ原因と再発防
止策について県から説明があ
ったか伺う。

౴11月27日に沖縄県企業局長が来局し事ނ
に対する謝罪と、原因は導水管の老朽化によ
るものと考えられるが、県民への水道供給を
優先したため、漏水原因の究明を先送りした
との説明があった。今後再発防止策と原因究
明に取り組むとのこと。
໰那覇市で管理している水道管の状況と管
理体制について伺う。
౴令和6年度末時点で総Ԇ長約775ᶳのう
ち、約26�に当たる約199ᶳが法定଱用年数
の40年を௒過。漏水防止の対策として漏水調
査や施設の日常的な点検に加え、中ブロック
システムによりഉ水量を常時؂視すること
や不具合箇所を適ٓ修繕することで、今回の
ような事ނが起きないよう取り組んでいる。
໰応急給水の広報について伺う。
౴ϗームページ、各マスコミへ情報提供をし
たが防災行政無線でのアナウンスを行わなか
ったことで市民のօ様からご指摘があった。
今後効果的な広報手段について検討していく。
໰那覇市の老朽水道管の更新計画とそれに
伴い水道料金の値上げはあるか伺う。
౴那覇市水道施設更新（଱震化）基本計画に基
づき国の補助金を活用し、更新・଱震化事業
を推進していく。本市の令和6年度末におけ
る基װ管路の଱震適合率は61�4�、଱震適合
率が100 �となる時期は令和18年度、更新費
用は約130億円見込。計画的に更新を行うこ
とで、事業費の平準化を図り、ஶしい料金値
上げとならないよう事業運営を行っていく。

子ҭͯ支ԉʹつ͍ͯ
໰若年層೛婦について伺う。
౴令和5年度からは、安心し
てམち着ける居場所を提供す
る若年೛産婦の居場所事業を
委託事業にて実施し、若年೛
産婦の個別の背景や課題、若

年特有の特௃等に寄り添い、೛৷・出産・子
育てに関する相談、食事の提供、病院や行政
手続きのಉ行、就学・就労のサポートなどの
支援をしている。
໰今まで拡充を求めてきた産後ケアの取組
について伺う。
౴利用希望者が増加していることに対応し、
今後も拡充を図る。その他、課題である市町
ଜごとに異なる各種様式等の統一化、増加す
る事務量への対応等、全ての産婦が安心して
子育てができるよう事業の充実に取り組む。
行੓ʹつ͍ͯߍֶ
໰現在、国の支援と那覇市の対応で一部無償
化となっており、県の支援がない状態の給食
費無償化の展開について伺う。
౴小学校給食費無償化の今後の展開につい
て、報道等によると、自民党、日本維新の会、
公明党の3党で、令和8年度実施に向け協議
しているとのことで、国の動向を注視してい
く。沖縄県に対しても、小学校給食費を早期
に県の補助対象とすることを強く要望する
意見書を提出している。

෺Ձߴରࡦʹつ͍ͯ
໰国による新たな物価高対策
実施の見通しと那覇市への影
響・効果は。
౴政府は11月21日に発表し
た総合経済対策の中で、物価
高への対応として、電気・ガ
ス代の支援、子ども1人2万円

の物価高対応子育て応援手当てに加え、自治
体が行う地域の実情に応じた対策の財源と
なる重点支援地方交付金を拡充し、2ஹ円規
模とすることを決定している。また、そのཪ
づけとなる補正予算案が11月28日にֳ議決
定され、本市も子ども1人2万円の子育て応
援手当ての実施や重点支援メニューをはじ
め幅広い物価高対策について実施可能性を
検討している。国の補正予算が成立し、本市
への配分額が確認でき次第、本市の物価高対
策に係る補正予算を今定例会へ追加議案と
して上程を予定している。
໰当会派としても、市民のため、補正予算の
スϐード可決に全力を尽くす。市民生活の現
状から、物価高対策は待ったなしで、スϐー
ド感を持って幅広い世代に行う必要を痛感
している。本市はこれまで様々な物価高対策
を行いϊウハウも஝ੵされている。水道料金
の値下げ、おこめ券の配布、子どもがいる世
帯への支援を1月、遅くても2月のچ正月ま
でには実行し終える、その覚ޛでྟんでほし
い。
౴本市はこれまで全市民を対象としてプレ
ミアム付商品券事業など多くの物価高対策
を実施しており、多くのϊウハウを有してい
る。今回上程を予定している物価高対策に関
する追加議案の議決後には、可能な限り多く
の市民に支援が行き౉るよう取り組んでい
く。

なは自民・
無所属の会
比嘉　啓登

なは自民・
無所属の会
嘉手川　航汰

なは自民・
無所属の会
下地　ななえ

なは自民・
無所属の会
上原　ゆいな

なは自民・
無所属の会
屋良　栄作

୅ද質問୅ද質問
֤会೿の୅ද͕ࢢ੓をたͩ͢

　12月3日、4日の2日間、8会派から16人の議員が代表
して質問を行いました。その質問と答弁の一部を要約し
てࡌܝしています。
　ৄ細は、市議会ϗームページより、インターネット中
継（録画中継）、又は会議録（2月上०ࡌܝ予定）をご覧く
ださい。

会議録インターネット
録画中継

な は 市 議 会 だ よ り ʦ୅ද࣭໰ʧ（2）ୈ 2�2 ߸ 令和8年（2026 年）2月



ެ໌ౘ
ಹ೼υδϟーλ΢ンߏ૝
໰ࡢ年12月、デーブ・ロバー
ツ؂ಜが来沖され、那覇市か
ら特別栄誉賞がत与された式
యのંに、私から「那覇ドジャ
ータウン」のເ構想をお伝え
したところ、ロバーツ؂ಜは

「ナイスアイデアだ、私もできるところがあ
れば協力したい」とসإで応じておられた。2
月に那覇キャンプを実施しているԑ深い関係
のಡ売ڊ人軍とコラボするなど、球団ಉ士の
メリットが一கし、スポンサー企業等の協力
をいただくことでເのある企画が検討できる
とࢥうが「那覇ドジャータウン構想」への協
力体制について本市の見解を伺う。
౴那覇ドジャータウン構想は、ເのある構想
であり、実現できれば本市の魅力をさらに高
めることが期待できると考えている。関連す
る団体等から੠かけなどの要請があったら、
構想の内容を伺い、意見交換などを行ってい
きたい。

ʮඇ֩ݪࡾଇʯの࣋ݎʹつ͍ͯ
໰日本の国是である「非֩三原則」（֩を持た
ず、作らず、持ち込ませず）のݎ持は、日本が
世界に示すべき最大の平和ݙߩである。現政
権からは三原則の見直しに含みを持った考え
が示されているが、本市の見解を伺う。
౴県内には、復ؼ前に最大約1 , 300発もの֩
兵器が配備されていたといわれている。զが
国の国是である非֩三原則をݎ持しなければ
ならないと考えており、།一のઓ૪被爆国と
して、引き続き֩兵器廃ઈを求める自治体及
び団体と連携し、国際社会とともに֩不拡散
と֩兵器廃ઈを強くૌえていきたい。
จԽの఼ಊ・ޚ஡԰఼ޚの෮ݩʹつ͍ͯ
໰令和7年2月、ޚ茶屋఼ޚ復元期成会から沖
縄県へ、県が事業主体となりޚ茶屋఼ޚ復元
に取り組むことを求める௠情が提出された。
県が策定した、「新・首里杜構想」の中でޚ茶
屋఼ޚの復元計画を明記し、沖縄県が事業主
体となって国、県、市の役割分担を調整しな
がら、事業日程まで取り決めてもらうよう、
県に要請していく必要があるとࢥうが、本市
の見解を伺う。
౴本市は令和4年1月に、沖縄県に対して、「首
里杜地区整備基本計画」へޚ茶屋఼ޚの整備
をҐ置づけ、復元の実現性を高めることを要
請している。本市としては、首里城の再建と
中城఼ޚなどの周辺文化財に加え、ޚ茶屋ޚ
఼が一体となって復元されることが望ましい
と考えている。事業主体に関する要請につい
ては、今後、議論を重Ͷていきたい。
౎ߏ&$*.ܕࢢ૝ʹつ͍ͯ
໰ 都市型.I$Eについては、(W2050
PROJE$5SでもҐ置づけるとともに、那覇港
管理組合とも連携して、将来、国道58߸Ԋい、
明治ڮ駐車場の土地活用において、都市型
.I$E施設も計画に੝り込む検討をしてはど
うか、見解を伺う。
౴(W2050PROJE$5S協議会が策定したグ
ランドデβインには、国際拠点化に向けた国
際会議、公的機関の開催・༠கが੝り込まれ
ている。現時点では、本市の都市型.I$Eと
の連携はないが、今後、検討していきたい。
土地活用については、那覇港管理組合と具体
的に連携できるような機会があれば検討して
いきたいと考えている。

෺Ձߴରࡦʹつ͍ͯ
໰全市民を対象とした水道基
本料金の減免やプレミアム商
品券、おこめ券の施策を1月よ
り順次速やかに実施すべきで
ある。
౴検討していく。

ฏ和行੓ʹつ͍ͯ
໰平和創出を国内外に力強く発信していくた
め、パグオッシュ会議国際大会の那覇市開催
にੵۃ的に取り組むべきである。
౴情報収集に取り組む。
໰那覇・広島・長࡚3市連携の一環として、ઓ
૪の遺産を活かしたϐースツーリズムやサミ
ット開催の検討状況を伺う。
౴どのような取組が可能か情報交換を行って
いく。
໰国連大学とより本格的な連携強化のため、
本市として連携窓口を設置すべきである。
౴情報収集しながら研究していく。
ಹ೼ࢢの੒௕ઓུʹつ͍ͯ
໰那覇市の未来を切り୓く成長ઓུとして、
l教育zとl人材育成zに取り組むことが大変重
要である。以前に取り組んでいた教育課程特
例校を実施して、那覇市全体のӳ語教育を底
上げする取組を進めるべきである。
౴他市町ଜの成果・課題を踏まえ模索する。
໰ӳ語指導員を全小中学校に1名以上配置す
ることを提案してきた。検討状況を伺う。
౴令和8年度は全小中学校に1人のӳ語指導
員が配置できるよう努めていく。
໰ӳ検受験補助制度創設に向けた検討状況を
伺う。
౴引き続き、他自治体の状況を調査研究する。
໰以前に提案してきた「プログラミング教室
などへの補助制度創設」については、本市の
新たな成長ઓུになると考える。見解と検討
状況を伺う。
౴宮城県気ઋপ市において、プログラミング
スクールの学習環境の整備や運営に要する経
費に対し、一部補助金を交付する事業が今年
度より開始されている。今後も調査研究を進
めていく。
঑ֶ金ฦؐ支ԉ੍౓ʹつ͍ͯ
໰私たち公明党は、給付型奨学金の創設や返
還支援制度の拡充を国で推進し、制度は36都
道府県615市町ଜへ広がっている。  
　那覇市議会でも公明党会派として継続して
ૌえてきた重要なテーマである。今回の補正
予算で上程されている那覇市若者UIJターン
促進奨学金返還支援事業の意義や、期待され
る効果について伺う。
౴若い世代の転出௒過がݦஶである本市の現
状を踏まえ、若者の転入・安定促進ฒびに市
内法人の人材確保に資するという点で意義あ
るものと考えている。また、期待される効果
としては、若者にとっては経済的負担の軽減、
事業者にとっては人材確保、本市としては人
口減少の཈制に効果があると考えている。
θϩΧーϘンγςΟーのऔ૊ʹつ͍ͯ
໰省エネ診断を実施する民間施設に対して補
助制度を創設すべきだとૌえてきた。検討状
況を伺う。
౴省エネ診断は、省エネに関する専門家が、
事業所の電気等のエネルΪーの使用状況を調
査し、削減方法や省エネ設備への更新等の改
善を提案するものである。令和8年度の補助
事業実施に向け、引き続き検討していく。

ຽ主・ࣾຽ・χϥΠݑཱ
のಇ͖ํվֵʹつ͍ͯࢢ
໰ハイサイ市民課職員が正規
勤務時間内に業務を終えられ
るよう窓口時間の見直しを求
める。発券機データを活用し
た来庁者分ੳの状況と、他都
市での窓口時間短ॖによる残

業削減効果をどう把握し、全庁的な働き方改
ֵにどう生かすのかを問う。
౴発券機の記録から時間帯別の受付件数を把
握しており、今後窓口時間短ॖを検討する際
は、全庁アンケートで実情と課題を整理する。
また、働き方改ֵの観点から、窓口時間の在
り方を全庁的なテーマとして検討する。
水道ͱ๷ࡂ行੓ʹつ͍ͯ
໰大ٓ味ଜの水道管破損による断水につい
て、市への影響と対応を問う。今後、トイレ
カー導入、৭覚障がい者に配慮した断水情報
表示、断水状況や対応等の周知について問う。
౴੢原ড়水場ܥ統から供給する約10万世帯
が断水し、市は上下水道局庁ࣷなど4か所に
給水所を設置。トイレカーは衛生面で有効だ
が費用や汚物処理に課題があり、簡қトイレ
備஝の拡充と併せ先進事例を調査する。断水
情報は無線やϗームページ、LINE等で発信
し、今後は৭にґ存しない表現へ改善する。
ଟ༷ੑͱ෺Ձ・੓࣏ྙཧʹつ͍ͯ
໰性や人種など多様性尊重の施策、物価高ಅ
への支援、政治とカネの問題への対応を問う。
౴「性の多様性を尊重する都市・なはએ言」に
基づいた新たな施策を推進し、令和8年度早
期に条例制定を目指す。物価高対策は国へ要
請し、重点支援地方交付金を活用した支援を
検討。政治とカネの問題では、本市議会元議
長の事件を含め、真相解明がなされるべき。
基஍໰୊・೔தؔ܎ʹつ͍ͯ
໰米軍機૽音、ݑ兵単ಠパトロールの是非、
市民や観光客の人権と安全の担保、日中関係
悪化の影響を問う。
౴即応訓練期間中の૽音報告は115件あり、
夜間飛行回避を要請。ݑ兵単ಠパトロールに
は事件・事ނの未然防止に一定の理解を示す
が、基地内の隊員教育と綱ॗل正が最重要、
市民や観光客への配慮を前提とする。日中関
係は影響注視し、福भ市との交流は継続する
方針。

ফ๷行੓ʹつ͍ͯ
໰ٹ急隊1隊当たりの出動件
数は、全国、中֩市とൺֱして
どのような現状か、本市に必
要なٹ急隊数はԿ隊か伺う。
౴本市のٹ急隊1隊当たりの
急出動件数を全国及び中֩ٹ

市とൺֱすると令和4年が3,237件で全国4൪
目、中֩市で2൪目となっている。令和5年は
3,386件で全国3൪目、中֩市1൪目。令和6年
は3,539件となっており、全国で2൪目、中֩
市で1൪目となり直近3年間で最多となって
いる。ٹ急隊数については、現在8隊で運用し
ており国が定める消防力の整備指針では本市
に必要なٹ急隊数は10隊と示されている。
໰消防隊が全て出動した後にかかってくるٹ
急への119൪はԿ件あったのか伺う。
౴令和5年が368件、令和6年が356件となっ
ている。
໰度々要望してきたが、全国的にも多くなっ
ている日勤のٹ急隊を早期に増隊できるか、

公明党
野原　嘉孝

公明党
吉里　明 立憲民主・

社民・ニライ
普久原　あさひ

立憲民主・
社民・ニライ
山田　マドカ
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また日勤ٹ急に対しての説明と増隊について
見解を伺う。
౴日勤ٹ急隊とは365日24時間体制の通常の
急隊とは異なり、人の動きが活発化するனٹ
間だけ出動するٹ急隊を指す。日勤ٹ急隊の
運用は全国的にも増加しており、土日ॕ日、
年末年始をআく、平日の午前8時30分から午
後5時15分までの運用が主流となっている。
本市ٹ急隊1隊当たりの出動件数は、全国他
都市とൺֱしても上Ґであることを踏まえ、
次年度から議員ご提案の日勤ٹ急隊を新設す
る予定となっている。
໰ڱᯀな地域に対して、開ೆ、຀志、識名、長
ా、栄町など、ポンプ車の進入が難しい地域
に対して対策はあるのか伺う。
౴建物が密集する地域などを選定した警防計
画に基づき、消防ઓ術等の確認も含め実ઓ的
な訓練を定期的に実施している。
໰ڱᯀな地域に火災警報器への補助を考えて
みてもいいのではないか見解を伺う。
౴他自治体の補助金を活用した取組につい
て、調査研究を行っていきたい。

ආ೉ॴʹつ͍ͯࢱの෱࣌֐ࡂ
໰災害時における要支援者に
対する福祉避難所の受入体制
と災害備஝品の取扱いについ
て現状と課題を伺う。
౴本市は民間法人35施設と協
定を結んでいる。発災時には

一時避難所において、施設側と調整して対応
する。課題は受入先施設の入所者・利用者が
優先されるため、避難所としてスペースや人
員の確保が難しい場合がある。災害備஝品に
ついては協定施設が避難者や支援者に提供し
た場合の費用を本市が後から負担する。
人࿑ಇऀの֬อおΑͼ定ணʹつ͍ͯࠃ֎
໰介護の現場では人材不足がڣばれており、
外国人人材の確保とಉ時に定着への支援が求
められている。定着支援については多様化す
る市民の学習ニーズに応えるため、日本語教
室の拡充を求める。本市の取組と見解を伺う。
౴本市では外国人介護人材確保について沖縄
県が実施している2つの事業を関連事業者へ
周知している。本市ಠ自の施策については研
究中である。公民館における社会教育の一環
として、外国籍住民に対する日本語教室開設
についても関連部局と調整を行っていきたい。
ಹ೼େߝ൨·つりʹつ͍ͯ
໰参加者の綱への༠導の在り方、開始までの
待ち時間における課題について見解を伺う。
౴綱挽の中心部から離れた場所の参加者から
はイϕント全体の進捗状況が分らないとの੠
があるため、パンフレットや実況アナウンス
など効果的に伝えていけるよう検討してい
く。
行੓ʹつ͍ͯڥ؀
໰先日、ߤ空自衛隊那覇基地がPF"Sの定期
調査を終了する旨発表した。見解を伺う。
౴令和3年2月に起きたPFOS等含有๐消火ࡎ
の流出事ނ以降、年に2回の基地内水路の水
質検査が行われてきた。11月18日にߤ空自
衛隊から、検査結果が指針値を下回り、ړ業
協ಉ組合に説明し調査終了の了解をಘたこと
から、終了をϗームページで公表するとの報
告を受けた。本市としては発生源となった消
火ࡎは撤去処分済であることから、事ނの再
発防止対策の徹底と、引き続き地域住民への
配慮を要望して調査終了の判断を尊重した。

೔本࢈ڞౘ
ઓ૪͢Δͮ͘ࠃりをਐめΔߴ
つ͍ͯʹݖ੓ࢢ
໰非֩三原則の見直し、スパ
イ防止法制定、ࢮの商人、෢器
輸出の全面解禁など、ݑ法の
平和原則の空ಎ化、大軍拡、ઓ
૪国家づくりを加速させよう

とすることへの見解を問う。
౴平和な未来を築くことの重要性や非֩三原
則のݎ持など、平和を希求する強いࢥいが語
られており、引き続き、平和なまちづくり、
。久平和の発信に努める߃
ԭೄをೋ౓ͱઓ৔ʹͯ͠͸なΒな͍ɻࢢߴट
૬の୆࿷༗事発ݴ͸ఫճ͢΂͖
໰日本に求められているのは、命ど͎ๅ・反
ઓ平和の沖縄の心、ݑ法9条を生かした徹底
した対話と交流、平和外交による万国との平
和のかけڮ、万国௡ྊに力を尽くすことであ
る。見解を問う。
౴日本国ݑ法は、基本原則の一つに平和主義
をҐ置づけており、ઓ૪の放棄を規定したݑ
法9条は、沖縄ઓを体験した教訓からも、平和
を願う市民の強いࢥいである。
͸ຽؒઐ༻Խをߓなಹ೼ۭݥةで༺ڞຽ܉
໰那覇空港では、12月に自衛隊のඒら島エア
フΣスタ2025が開催され、ブルーインパル
ス飛行、自衛隊機の飛行展示イϕントが行わ
れる。民間機、観光客、市民、県民の安全確保
からも言語道断であり、許せない。中止と那
覇空港の民間専用化を求めるべき。
౴今般のඒら島エアフΣスタについては、ߤ
空自衛隊の意向を尊重する。那覇空港の民間
専用化の実現については、現に自衛隊が那覇
空港を活用し安全保障上の役割等を果たして
いることを踏まえると、現実的な対応も求め
られていると考えている。
രԻを·͖ࢄΒ͢ถػ܉ɺී ఱؒ基஍のด࠯・
ฦؐͱ଎΍かなӡ༻ఀࢭʹつ͍ͯ
໰11月上०、普天間基地で米軍機による૽音
がன夜を問わず相次いだ。本市での૽音の状
況と米軍普天間基地の一日も早いด࠯・返還
と速やかな運用ఀ止についての見解を問う。
౴即応訓練期間中の苦情報告件数は115件と
なっており、夜間の飛行や૽音が市民に不安
を与え、市民生活に影響を与えたと考えてい
る。基地負担の軽減については、軍用地転用
促進・基地問題協議会の枠組みの中で、県や
関係市町ଜで連携した一体的な取組を進め
る。
議௕ݩ௕の੓࣏ஂମのத৺を୲͍ͬͯたɺࢢ
͕ඃࠂ人のଃऩ࿫事݅ࡋ൑ʹつ͍ͯ
໰元議長の๯಄௠ड़では、3名の那覇市議の
実名をڍげて、࿫࿎を౉した方らに有利にな
る議案の提出、発言、質問、表決をするよう
働きかけたり、本件土地に関するඦ条委の設
置を求めるよう働きかけるなどし、議会委員
会においてಉ市議らにその旨質問や発言させ
るなどしたと、ಉ事件への関与などを明らか
にしている。市長の政治団体の中心を担って
いた被告人元議長への求ܐに対する見解と、
市長の道義的責任について問う。
౴市民から厳しい視線が注がれており、裁判
において全容が解明されることを望んでい
る。このような事態が生じたことについては
であり、政治に携わる者は、自ら״めて遺ۃ
を律し、常にۗを正す必要がある。
࿑ಇऀの଴۰վળ等ʹつ͍ͯ
໰高市首相が就任直後、ް生労働相に指示し

た労働時間の規制緩和は、長時間労働是正へ
の最悪のٯ行であり許されない。日本のフル
タイム労働者の労働時間は、Ԥभॾ国にൺべ
年間300時間程度も長く過労ࢮが後をઈたな
い。異常な長時間労働を解消するために、残
業時間の上限を例外なく週15時間、月45時
間、年360時間に規制し、連続11時間の勤務
間インターバル規制と7日ごとの1休日保障、
サービス残業代2倍化など、労働者と家族の
命と暮らしを守るべき。見解を問う。
౴労働基準法では、時間外労働の上限は法令
で定められており、原則として月45時間、年
360時間以内、ྟ時的事情がある場合でも年
720時間以内、休日労働を含む2から6か月平
、80時間以下となっている。本市としてはۉ
法令遵守の周知に努めていきたい。

෺Ձߴରࡦの֦ॆを
໰10月の物価は3％上ঢで50
か月連続上ঢ、実質賃金は9か
月連続マイナスで、アϕϊミ
クス以降年額34万6千円も下
がっている。物価高による暮
らしの危機や経済の行き٧ま

りをଧ開するための最大の特効薬、消費税減
税・大幅賃上げに踏み出すことが切実に求め
られている。日本共産党那覇市議団は、2025
年4月1日、知念那覇市長に対し、「深ࠁな物
価高ಅから市民の命と暮らし、営業を守るた
めに補正予算の迅速なฤ成と、国への要望を
求める申入れ」を行った。その実施状況とさ
らなる物価対策の拡充について問う。
౴日本共産党那覇市議団から那覇市長への申
入れも踏まえ、本市は長引く物価高ಅに対応
するため、6月及び9月定例会において補正予
算を上程し、児童ැ養手当受給世帯への支援
金給付や介護保険料所ಘ段֊が4段֊、5段֊
の高齢者へのおこめ券配布、放課後児童クラ
ブや市内の認可保育園、こども園などを対象
とした食ྐ費等の支援を行っている。10月に
は۝भ市長会、11月には全国市長会及び中֩
市市長会等を通じて、物価高対策に必要な予
算措置等について国へ要請した。国の補正予
算が成立次第、子ども1人当たり2万円の子育
て応援手当の支給や、おこめ券、プレミアム
付商品券など、重点支援地方交付金を活用し
た様々な支援策の実施可能性を検討し、本市
の物価高対策に係る補正予算を今定例会へ追
加議案として上程することを予定している。
行੓ʹつ͍ͯ（อࠃ）ݥอ߁ຽ݈ࠃ
໰国保加入者、所ಘ、滞納状況と課題を問う。
౴被保険者数7万5,073人、世帯数4万6,890
世帯、一世帯当たりの平ۉ課税所ಘは98万
5,994円、滞納世帯は1万4,289世帯。本市の
国保は所ಘ200万円以下の世帯が約8割を占
めるなど、低所ಘ者を多く๊える構造となっ
ていることから、加入世帯の税負担軽減を図
るため、2008年度からࡢ年度までの17年間
で、総額259億6,000万円を一般会計から政
策的܁入金で対応している。国保は市民の健
康を守る大切な制度であり、引き続き、誰も
が安心して医療が受けられる制度運営に取り
組んでいく。
ࠩผのな͍୭一人औり࢒さな͍༏͍ࣾ͠会を
໰性の多様性を尊重する条例・素案について
౴素案は基本理念や市、市民等の責務等を定
めることで市の࢟勢を明確にし、性の多様性
が尊重される社会の実現に向けて、地域全体
で取り組む࢟勢を示すものとなっている。

立憲民主・
社民・ニライ
喜屋武　幸容

日本共産党
我如古　一郎

日本共産党
西中間　久枝
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れ͍Θಹ೼͵͙ͪ͘Δ
෺Ձߴରࡦ等ʹつ͍ͯ
໰物価は大幅に上ঢし所ಘは
ඍ増にとどまる。市の物価高
対策と困窮者支援を問う。
౴子ども1人2万円の手当やお
こめ券配布等を検討。困窮者
へは支援団体と連携した食料

支援を実施。就労・家計改善支援や出張相談
を通じ、早期発見と早期支援に努めていく。
໰高齢者の೤中঱が多い。電気代高ಅのなか、
Ն場の電気料金の支援を求める。
౴国や県の動向を注視していきたい。
つ͍ͯʹࡦ৔の҆શରݱઃݐ
໰本市発注の学校の改修工事で作業員の尊い
命がࣦわれた事にѩౣの念を示す。安全対策
の現状とこれからを問う。
౴市は担当職員による安全確認、パトロール
を実施してきたが、事ނを重く受け止め、職
員研修等さらなる安全対策に努める。関係団
体と連携し現場の安全対策を求めていく。
໰建設事ނの中で一人親方の割合が高い。対
策方針を問う。
౴一人親方の事ނが多い事を本市も把握。災
害防止は重要課題と認識。国の啓発資料の活
用を事業者へ周知し、建設業界の方々と効果
的な安全対策のあり方を意見交換していく。
水֬ݯࢿอʹつ͍ͯ
໰今回の断水を教訓に緊急時の水確保策と水
道民営化方針を問う。
౴那覇市は緊急時に配水஑7か所で最低3万
7,900立方メートルを確保し、飲料水3日分と
消火用水をআいた分を生活用水として活用可
能。水道事業は本市主体経営を基本とし、基
൫強化方策を検討する。
໰現状の災害時の水確保量は全く足りない。
新たな確保の方策を問う。
౴困難だが他部署と協力していきたい。
ถ܉ʹΑΔ事݅・事ނʹつ͍ͯ
໰米軍による性暴力事件等の再発防止策の方
針と、.P単ಠパトロールの民間人拘束の見
解を問う。
౴ڟ悪事件は許されない。県等と連携し、ൈ
本的防止対策を日米両政府へ要請している。
米軍の.P民間人拘束事案も経緯と対応策の
報告を求めていく。
໰性暴力防止へ女性保護と97年に日米が合
意した通報手続遵守にどう取り組むか問う。
౴米軍人等による重大事案は速やかな通報徹
底を日米両政府に要請しており、継続して粘
り強く取り組む。

ΈΜなのڠಇʂ
੓ํ਑ʹつ͍ͯࢪ௕のࢢ
໰今年度、沖縄Ѫ楽園の入園
者を本市におܴえし、琉球王
ேֆר行ྻをؑ賞していただ
く機会が設けられた。次年度
以降は那覇大綱挽まつりのパ
レード等で参観席を設け、伝

統芸能をؑ賞していただいてはどうか。
౴国立療養所沖縄Ѫ楽園はত和13年に開園。
令和7年6月現在75人の方が生活し、そのう
ち本市出身者は11名。これまでѪ楽園訪問事
業を67回実施してきた。ࡢ年度、入園者の方
から琉球王ேֆר行ྻ等を一度見てみたいと
のご要望を受け、実行委員会等の協力により
実現した。今後も入園者のօ様との心の৮れ
あいを大切に、パレード等のご観覧について
も、օ様のご意向を確認し検討したい。

水ݯࢿ༗ޮར༻ʹつ͍ͯ
໰令和6年6月定例会で、井戸水の利用方針の
策定や防災井戸の整備等について検討を求め
た。改めて本市の見解と今後の取組を伺う。
౴今年度、市内の井戸や༙水82か所につい
て、目視による現場調査を行い、緊急時にト
イレ等の生活用水に利用できるとࢥわれる約
50か所をந出した。次年度には、ந出した井
戸等の水量や水質の調査を計画しており、実
施に向け予算等の確保に努めている。
உঁڞ同ࢀըʹつ͍ͯ
໰本市の「平和交流・உ女参画課」という課名
は、本市が進める多様性を尊重するまちづく
りをイメージするには弱い。琉球大学では「ジ
Σンダー協働推進室」、沖縄県では「女性力・
ダイバーシティー推進課」に変更。本市も名
শの変更を検討してはどうか。また「平和交
流」と「உ女共ಉ参画」の二つの分野が一つの
課になっているが、別々の課になることが望
ましいのではないか。見解を伺う。
౴課名の変更については、現在の課名となっ
た経緯を踏まえ、他市の状況を調査し、関係
部署と意見交換していきたい。また、二つの
課に分かれることについては、組৫体制に関
わるため関係部署と意見交換をしていきた
い。
ҭ行੓ʹつ͍ͯڭ
໰教員のメンタルヘルス対策に関する調査研
究事業の成果を踏まえ、次年度以降も事業の
民間委託を継続すべき。見解を伺う。
౴事業の効果を検証し、これまでの知見を活
かして学校の労働安全衛生体制の整備充実を
図っていく。市長事務部局と教育委員会がし
っかりと連携しながら対応を検討していく。

͏な͍・ʹ͵;͊
৬員のॲ۰վળʹつ͍ͯ
໰職員総数4,222人中1,692人
が会計年度任用職員。会計年
度任用職員の女性割合は。
౴市長事務部局は約83�、消
防局約56�、教育委員会約
84�、議会事務局約57�、؂

査委員会事務局100�、上下水道局は約32�。
໰会計年度任用職員の介護休Ջについて正職
員とಉ様に改めることはできないか。
౴地方公務員法の規定に基づき、国の非常勤
職員に準じている。国の取扱いを注視する。
໰会計年度任用職員について、公募によらず
再採用できる上限回数の撤廃をධ価する。公
募を行わない場合の要件整備内容を伺う。
౴前年度に欠勤がない、業務਱行に支障を及
ぼす健康上の問題がなく勤務できる、その他
市長が必要と求める要件を新たに定めてい
る。
໰市長が認める要件の具体的な内容は。
౴人事ධ価の結果に基づき一定の公募枠、年
齢上限の設定を検討。要件に該当しない場合
も公募への応募、採用を๦げるものではない。
定؅ཧऀ੍౓ʹつ͍ͯࢦಐؗのӡӦͱࣇ
໰児童ް生員の給料が直営児童館と差がある
根拠は。ಉ一労働ಉ一賃金原則に反しないか。
౴直営の給料は地方公務員法等の規定に基づ
いている。指定管理の給料は、指定管理料を
原資として指定管理者がಠ自で算定している
ため直営とは異なるものになっている。
໰労働条件が厳しく、人材確保に苦慮してい
るとฉく。見解を伺う。
౴給与処遇が他職種とൺべ劣っている、児童
ް生員の認知度が十分ではないという੠があ

る。「なは市民の༑」で児童ް生員業務の魅力
について周知を図るとともに、安定的な運営
維持のため指定管理料等予算確保に努める。
໰指定管理料について、平ۉして420万円が
担当課が提出した予算要求額からカットされ
ている。ੵ 算の根拠は。
౴予算ฤ成方針などに基づき、他事業との整
合性もצ案した中で示されていると考える。
発ୡ支ԉอҭʹつ͍ͯ
໰発達支援保育事業の補助金増額について園
長会から௠情が出ている。国が示す支援児1
人に対し月額125,000円への増額を求めるも
のだ。本市は軽度発達支援児53,000円、中度
発達支援児78,000円だが、見解を伺う。
౴児童に丁寧に関わり、安全確保のためにも
保育士を加配する必要性を認識している。財
源確保に向け関係部署と調整、検討する。

ແॴଐΫϥϒ
෺Ձߴಅରࡦʹつ͍ͯ
໰本市ಠ自の新たな物価高ಅ
対策の検討状況について、食
材費や生活必需品の負担軽
減、子育て世帯の重点支援、公
共料金や地域サービスの安定
化など、実効性ある取組を検

討しているか伺う。
౴国の補正予算の成立を目指す動きがあるた
め、本市では子ども一人当たり2万円の子育
て応援手当、おこめ券、プレミアム付商品券、
水道基本料金の減免など、重点支援地方交付
金を活用した支援策の実施を検討している。
国の補正予算成立後、本市への配分額が確認
でき次第、物価高対策の補正予算を今定例会
へ追加議案として上程する予定である。
ΨιϦン࢑定੫率ഇࢭʹつ͍ͯ
໰地方ش発༉ৡ与税などの減収見込みについ
て、現時点でどの程度と試算しているのか。
また、道路維持・交通安全対策・インフラ整
備への影響をどのように認識しているか伺
う。
౴地方ش発༉税は1リットル当たり5�2円から
4�4円となり、令和6年度決算の1億1,600万円
が約9,800万円となるため、およそ1,800万円
の減収となる見込みである。この税は一般財
源であることからインフラ整備に限らず本市
の財政運営に一定の影響を与えるものと考え
ている。
໰地方ش発༉ৡ与税の減収が1,800万円とな
ることについて、本市は財政運営上どの程度
の負担と認識しているのか伺う。
౴一般財源の原資となる財源の減少は、本市
の財政運営に影響を与えるものと考えてい
る。財源の確保は、経済事情のஶしい変動等
で財源がஶしく不足する場合、不足額を埋め
るため基金を取り่して予算ฤ成を行うこと
となる。なお、令和7年度当初予算でもԢ੝な
財政需要に対応するため生じた収支不足につ
いて、財政調整基金・減債基金を取り่し、
合計60億861万円を܁り入れている。
給৯අແঈԽʹつ͍ͯߍֶ
໰国による無償化で軽減される財源を、本市
としてどのように活用するのか。部活動の地
域展開への支援や県外派遣の拡充、まなびク
ーポンなど子どもへの౤資にৼり向ける考え
があるのか伺う。
౴無償化が実施された場合の本市負担軽減分
の活用については、軽減額を確認した上で、
子ども関連施策を含む全庁的な予算配分状況
をਫ਼査し、当初予算ฤ成の中で検討していく。

れいわ那覇
ぬちぐくる
大山　盛嗣

みんなの協働！
上原　仙子

うない・にぬふぁ
糸数　たかこ

無所属クラブ
宇根　良也
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ถ࡯ܯ܉	1.
のࢢ
಺パトϩーϧʹつ
͍ͯ
໰ 市長は防犯目的
の行動は理解する
とコメントしたが、
基地の外は沖縄だ。

日本のルールにのっとり県警が責
任を持って治安維持に努めるのが
当然。それをアメリカに任せてい
ることがおかしい。身柄を基地内
に持って行かれたらその後確認も
できない。沖縄市の件があり中断
されたが、再開すると言った場合

はキッパリ断っていただけるか。
౴市民や観光客への配慮を前提に
一定の理解をしたところだが、重
要なことは基地内での隊員教育の
徹底と考える。
໰米兵の犯罪は、女性への暴力、飲
酒運転など夜間の繁華街に限定さ
れない。兵士の犯罪防止のための
教育や研修、その具体的内容とそ
れが公表されているのか伺う。
౴定期的に研修等が実施されてい
るとのことだが、内容について具
体的に公表されているものは確認
できなかった。

ਤॻؗのར༻ଅਐ
໰若者・シニアを含
む市民福祉向上の
ため、民間・NPO・
研究機関との連携
や多目的化による
利用しやすい図書

館整備は重要である。現状の課題
と今後の方針を問う。
౴図書館では運営の一部を民間委
託、医療機関協力の専門コーナー、
雑誌スポンサー制度などを実施。
先進事例を研究し、多様なニーズ
に応える方針。

プーϧのར༻֦େߍֶ
໰官民連携により学校プールを夜
間・休日に地域クラブ等へ貸与し、
維持費軽減と市民福祉向上を図る
提案について当局の見解を問う。
౴学校体育施設は身近なスポーツ
施設であり、人口減少・老朽化の中
で官民連携による持続可能な運営
が求められている。一方、学校施設
利用の際は児童生徒と一般利用者
の動線分離など安全確保のための
ハード整備が課題。官民連携の可
能性や運営モデルについて、先進
事例を調査・研究していく。

ຽؒ委ୗඅのূݕ
ʹつ͍ͯ
໰清掃・ごみ収集運
搬の業務委託費を
改善できないか。
౴ 関係部署と適正
算定に努めていく。

/")"Ϛϥιンʹつ͍ͯ
໰公認大会をやめることの懸念は。
౴関係者との慎重な検討が必要。
ϑΣΠΫχϡーεʹつ͍ͯ
໰SNSの誤情報拡散への対応は。
౴国の動向を注視し調査研究する。
ΤίアΠϥンυのࢦಋʹつ͍ͯ

໰技術管理者を委託できるのか。
౴法令に準拠し、適正な維持管理
が確保される仕組みを維持する。
ອެބԂ੔උʹつ͍ͯ
໰県管理河川道を散策路や自転車
道等として整備できないか。
౴安全性、他の利用者との共存可
能性を調査し、検討していきたい。
つ͍ͯʹݶӹඅ্ڞӦॅ୐のࢢ
໰市営住宅共益費を物価高で苦し
む市民の負担軽減として上限を設
定する措置はできないか。
౴物価高等の社会状況を踏まえ、
調査・研究していきたい。

಺ཱࣗ支ԉࣨのߍ
ଘଓ・֦ॆを
໰ 校内自立支援室
は学校に行けるが
教室に行けない子
ども達の大切な居
場所である。神原小

「ゆいゆい」では4年間かけて連続
した支援が行われている。ゆいゆ
いの存続、今ある小学校4校と中学
校1校の存続、他校への拡充が必要
である。対応を伺う。
౴校内自立支援室のさらなる拡充
を現在配置の学校も含めて県に要

望中。文科省の不登校対策に関す
る補助事業需要調査が県からあり、
本市は需要があると伝えている。
໰市の事業としてしっかり予算を
とって継続し、子ども達、保護者の
拠り所となるように広げてほしい。
教育長の見解と決意を伺う。
౴先日、校内自立支援室を私も視
察した。本当に子ども達が安心し
て過ごしており、保護者の居場所
になっていることがとても伝わっ
た。校内自立支援室の不登校対策
の効果を把握しており、その拡充
に向けて取り組んでいく。

൜ࡑඃऀ֐支ԉ৚
例ʹつ͍ͯ
໰ 本市における犯
罪被害者支援条例
の検討状況と条例
制定に向けたスケ
ジュール感につい

て伺う。
౴条例についての全庁的な認識の
共有と、多角的視点による検討が
必要であると認識したところであ
り、年度内にも庁内検討委員会の
設置に向けた準備を進めていきた
いと考えている。本市としては、令

和8年度中の条例制定を目指し取
り組んでいく。
ҭ行੓ʹつ͍ͯڭ
໰小中学校で貸し出しが行われて
いる翻訳機について使用状況と貸
し出し実績、3台で足りるのかにつ
いて伺う。
౴携帯型多言語翻訳機を今年度よ
り3台導入し、小中学校に貸し出し
ており、これまで8校が利用してい
る。貸し出しは今年度より実施し
ていることから、今後学校現場の
ニーズや利用状況を踏まえ台数拡
充について調整していく。

ୈ一ঘؔࢯ࿈のҨ
੻等ʹつ͍ͯ
໰令和7年は、尚巴
志が中山王の冊封
を受けて600年。令
和8年、首里城は復
興・復元される。第

一尚氏関連の遺跡等の文化財・文
化遺産について伺う。
౴第一尚氏の墓と伝えられる天山
陵跡、第六代国王尚泰久により創
建された天界寺跡、尚徳が創建し
た安里八幡宮など、いくつか確認
されている。これらは現在民有地

にあり、個人や団体が管理してい
る。本市としては、関係者の協力を
仰ぎながら、今後も第一尚氏の関
連遺跡が適切に保存されるよう注
視していきたい。
໰首里城をつくった尚巴志王の功
績を検証したり伝える責務が本市
にあると考える。もっと力を入れ
てはどうか。
౴第一尚氏、第二尚氏ともに琉球
国の成り立ちとしては、重要な歴
史の背景と認識している。総合的
に歴史を伝えていける取組ができ
ればと考えている。

टཬ৓पลの·ͪ
ͮ͘りʹつ͍ͯ
໰ 県は第32軍司令
部壕展示施設を県
立芸大金城キャン
パス内に計画して
いるが、交通渋滞の

発生等、地域住民の負担が考慮さ
れていない。本市としてどう関わ
っていくか伺う。
౴地域と県、本市等で構成する首
里杜まちづくり推進協議会で取組
を共有し、活発な議論になるよう
提案する。

໰首里金城町の金城大樋川に隣接
する華茶園（かちゃえん）を、文化
財的価値、観光資源の観点から、本
市で入手し、整備すべきでは。
౴当園は、琉球国王が首里城から
識名園に向かう途中に休憩した場
所として伝えられる住宅庭園。整
備すれば観光魅力度向上につなが
るが、課題もあり慎重に取り組む。
େ౎ڝؒࢢ૪ʹଧͪউつಹ೼の੒
௕をଅ͢৽たな੍࣏ࣗ౓ʹつ͍ͯ
໰指定都市市長会が提起している

「特別市」を研究すべきでは。
౴調査・研究していく。

ෆొߍʹつ͍ͯ
໰ 不登校の児童生
徒数が増え続け、不
安やSOSは時間を
選ばず生じる。現行
の教育相談支援員
の勤務体制では十

分ではないと考える。見解は。
౴県の委託事業で校内自立支援室
を本市立中学校に1校、小学校に4
校配置し、週5日、7時間勤務で学
習支援を行っている。
γンάϧϚβーब࿑支ԉʹつ͍ͯ
໰ハローワークとの連携による子

育てに配慮した求人の確保を強化
すべきと考えるが、見解を伺う。
౴ 現況届の提出期間である8月に
受付窓口近くにパパ・ママお仕事
キャンペーン特設ブースを設置し
ハローワークの職員が求人情報の
提供や相談に対応している。
໰横須賀市などではひとり親サポ
ーター企業として就業に理解のあ
る企業との連携を図っており、本
市でも前向きに進めていただきた
いが、見解を伺う。
౴先進地の事例を参考に調査研究
していく。

ʮ͖こ͑な͍・͖こ
͑ʹ͍͘人ʯの人ݖ
͕ଚॏされɺڞʹੜ
͖Δࣾ会の࣮ݱ΁
໰ 手話通訳の人数
と役割・仕事内容。
౴ 障がい福祉課窓

口に手話通訳者3名を配置。病院等
の派遣先で通訳を行う手話通訳者
20名を登録。
໰登録手話通訳者の手当等拡充を。
౴現在の体制で対応可能である。
໰手話通訳者の正規登用を求める。
౴当面は現行維持と考える。

ॏ౓ো͕͍ऀ等ब࿑ಛผ事ۀ
໰事業実施を強く求める。
౴ 令和8年度からの事業実施に向
け準備に取り組んでいる。
ҩྍతέアࣇのҠಈ支ԉʹつ͍ͯ
໰さらなる移動支援拡充を求める。
౴対象拡充の準備を進めている。
)*7（ΤΠζ）༣ૹݕ査࣮ࢪを
໰那覇市でも実施すべき。
౴次年度実施へ取組を進めている。
टཬّอӺかΒྺ࢙ࢄา道ʹつな
͕Δ案಺൘मસを
໰地域の方から修繕要望あり。
౴対応に向けて検討進める。

ൺՅ　ొܒ
な͸ࣗຽ・ແॴଐの会

ฏྑ　ণ࢙
ࣾ・ຽ主ݑཱ ຽ・χϥΠ

લా　ઍਘ
೔本࢈ڞౘ

্஍　وେ
ެ໌ౘ

ଜ্　Ώ͏͡
れ͍Θಹ೼͵͙ͪ͘Δ

԰ྑ　ӫ࡞
な͸ࣗຽ・ແॴଐの会

্ཬ　たͩ͠
ΈΜなのڠಇʂ

͍ͣΈ　ςΟϑΝχー
れ͍Θಹ೼͵͙ͪ͘Δ

੢தؒ　ࢬٱ
೔本࢈ڞౘ

　12月5日、8日、9日、10日の4日間、36人の議員が一般質
問を行いました。その質問と答弁の一部を要約して掲載して
います。
　詳細は、市議会ホームページ
より、インターネット中継（録画
中継）、又は会議録（2月上旬掲
載予定）をご覧ください。

会議録インターネット
録画中継

一般質問一般質問一般質問一般質問 ？
？

ここ͕
 ฉ͖た ʂ͍

໰

な は 市 議 会 だ よ り ʦҰൠ࣭໰ʧ（6）ୈ 2�2 ߸ 令和8年（2026 年）2月



খ࿣ࢢӦॅ୐のア
εϕεトఫڈ
໰ 人と予算を増や
し、短期間で終了
すべき。
౴対応する。
予定͍ͯ͠Δ͕ࠃ

ࣗӴୂ基஍の஄ༀ૿ݿઃʹつ͍ͯ
໰市民の命と安全を守る、那覇国
際空港の安全性を確保するために
も、反対すべきである。
౴地域住民の理解と協力が不可欠
であり、丁寧な説明が求められる。
ϒϧーΠンパϧεのٕۂඈ行

໰展示飛行の中止を求めるべき。
౴民間機の離発着に影響を及ぼさ
ないこと等について申し入れた。
ࣗӴୂಹ೼基஍಺水࿏の༗ػϑο
ૉԽ߹෺等のԚછʹつ͍ͯ
໰市に汚染源の報告はあるか。
౴直接的な原因は承知していない。
໰汚染源が特定されていない以上
は、那覇市民の命と健康、市域の環
境保全の立場から、基地内河川の
有機フッ素化合物調査を定期的に
継続するよう、那覇基地・防衛省・
政府に強く求めるべき。
౴調査終了の判断を尊重してきた。

ಹ೼େߝ൨ʹつ͍
ͯ
໰ 今年のトイレ設
置数は十分であっ
たのか。来年に向
け、民間施設と連
携したトイレ開放

の仕組みを検討すべきではないか。
౴近隣の店舗や事業所との協定は
ないが、来場者の利便性向上を踏
まえ、那覇大綱挽保存会と協定の
必要性等の意見交換を行っていく。
つ͍ͯʹࡦରࡂՐ・֐ࡂ
໰大分市佐賀関のような密集住宅

地で火災が発生した場合、本市消
防局はどのような対応を行うのか。
౴警防計画に基づき、消防車両で
包囲する消火活動を行うとともに、
平時から訓練や導入経路、消防水
利確認等を実施し備えている。
ެԂ行੓ʹつ͍ͯ
໰新都心公園に休憩施設や一時避
難スペースでトレーラーハウス等
を導入する考えはないか。
౴ 現在Park-PFI事業を進めてお
り、事業者と連携して取り組んで
いる。他都市事例を調査し、利用者
等の意向を踏まえ検討していく。

ʹ給৯のおถߍֶ
つ͍ͯ
໰ 亜糊粉層を残し
たお米の摂取によ
り、医療費が40％
削減されたという
論文があるが、学

校給食にこのお米を取り入れる事
は可能か伺う。
౴価格面において、取り入れる事
は難しいものと考えている。
໰牛乳について、私の調査した中
学校では、毎日3 、4割が残されて
いる事実を踏まえ、選択制にする

ことは可能か伺う。
౴選択制は、健康状態の観点から
飲用牛乳を飲むことができない児
童生徒に限定して実施している。
໰そもそもご飯に牛乳は合わない
事や給食費の20％強の金額を占め
る牛乳をやめてお茶に変える事で、
先ほどのお米や国産小麦、食品添
加物の少ない調味料やオーガニッ
ク野菜等を取り入れる事に関して
の意見を伺う。
౴学校給食法施行規則の全ての区
分でミルクが給食として規定され
ており、牛乳の提供は行いたい。

ϘϥンςΟア֐ࡂ
ίーσΟωーλー
ཆ੒࠲ߨのಋೖʹ
つ͍ͯ
໰ 災害時に被災者
ボランティアをつ
なぐ役割を担う養

成講座の導入を提案する。
౴他自治体の事例を参考にしなが
ら、那覇市社会福祉協議会と連携
し、開催できるよう努めていく。
׆子ҭͯ支ԉのσδλϧޙ࢈લ࢈
༻ʹつ͍ͯ
໰産婦が時間を問わず相談できる

体制に加え、産後ケアに、アプリを
活用したオンライン相談を組み合
わせた子育て支援を提案する。
౴産後ケア事業と組み合わせ、支
援の隙間を補完し、より充実させ
ることが可能と考える。デジタル
技術を活用した子育て支援につい
て、他市の状況を踏まえ調査研究
していく。
こども議会の։࠵ʹつ͍ͯ
໰小学生を対象としたこども議会
の開催について提案する。
౴主権者としての自覚を育む意義
のある取組だと考えている。

水ݯࢿʹつ͍ͯ
໰ 災害時に脆弱な
水供給改善へ多様
な水源確保と「那覇
市水資源有効利用
推進要綱」の運用状
況を問う。

౴建築時に水資源利用・節水計画
書を提出。要綱に基づき水の再利
用等を進めている。次年度は井戸
等を調査し緊急時利用へ向けた水
質調査を計画している。
ઃʹつ͍ͯݐ઒྘஍΁のਐೖ࿏פ
໰長年地元自治会が求めている寒

川緑地への危険なアクセスの改善
と利用者の安全確保を問う。
౴地形や用地・予算など課題整理
を進める。また周辺里道について
は修繕が可能か現状を確認の上、
検討していきたい。
Ո電等ങ͍ସ͑支ԉʹつ͍ͯ
໰物価高で家電更新が困難な高齢
者支援として以前の「省エネ家電
補助」のような制度の再開を問う。
౴高齢者や困窮世帯向け省エネ家
電補助の実施は、現在県議会で上
程しているのでその動向を踏まえ
本市として関係部署と調整する。

Πϕント等΁のॿ
੒੍౓ൈ本తվળ
໰「頑張るまちぐゎ
ー支援」について手
続簡素化や補助対
象経費拡大ができ
ないか伺う。

౴市の補助金に関するガイドライ
ンを踏まえ必要な手続を行なって
いる。現時点での補助対象経費の
拡大については想定していない。
໰補助金の多くが国の交付金だが、
他自治体では申請オンライン化や
添付書類削減を進めている。市の

裁量で簡素化できるものはないか。
౴財源が税金ということもあり一
定程度の根拠資料が必要。どのよ
うな方法があるか検討する。
ಹ೼ޫ؍ࢢճ༡ϧートの૑ग़
໰波の上エリアから国際通り、首
里城に至るまで人力車や馬車、ト
ゥクトゥク等を用いた観光コンテ
ンツを構築したいが可能性を伺う。
౴安全性確保や渋滞の課題が想定
されるが単に移動としていた行程
を体験型観光コンテンツにするこ
とで観光客満足度を高めることが
期待できる。先進事例を調査する。

ࣗӴୂʹつ͍ͯ
໰ 沖縄県議会で可
決された「自衛隊及
び隊員とその家族
に対する差別的な
風潮を改め、県民
に理解と協力を求

める決議」への対応と見解は。
౴自衛隊においては、厳しさを増
す安全保障上の任務、総合防災訓
練や物資輸送訓練への参加、不発
弾の安全化処理や離島からの急患
搬送など様々な支援活動を実施し
ており、自衛隊の意義と役割の重

要性は非常に高い。本市は、一人一
人の人権が尊重され、誰もが心豊
かに安心して暮らせるまちづくり
を目指し、今後もあらゆる差別を
許さず、寛容な心を持つ社会の実
現に向けて取り組む。
໰教育現場での自衛隊に関する扱
いについて本市の見解を伺う。
౴児童生徒の安全と最善の利益を
第一に考え、教育現場の指導にお
いては、常に公平・中立的な立場で
子どもたちが正しい理解を深めら
れるよう、分かりやすい情報を共
有する配慮が重要と考えている。

఻౷ऀܧޙܳ޻ҭ
੒事ۀʹつ͍ͯ
໰ 那覇市の工芸士
支援の見解を伺う。
౴市内に5産地組合
がある。国県市が
連携して実施して

いる後継者育成事業で、本市は1組
合34万5千円を上限に補助。
໰国の伝統工芸品の要件を満たし
ていない工芸品の数を伺う。
౴種類や正確な数は把握できてい
ない。
໰金細工は首里城と深く関連する。

首里城未来基金の解釈を拡大し、
金細工の継承者育成に適用できる
よう県へ働きかけは可能か。
౴県と意見交換を行う。
人事行੓ʹつ͍ͯ
໰弁護士資格を有する職員採用に
ついて、市の見解を伺う。
౴弁護士資格のある職員の配置は、
ハラスメント対応や法令遵守、法
律相談等に有効と認識している。
໰市職員試験と司法試験双方合格
者が入職前に1年司法修習を認め
ることは可能か。
౴必要に応じ個別に判断する。

εϙーπ行੓
໰ 第107回全国高
校野球選手権大会
で優勝した沖縄尚
学高校野球部の栄
誉を讃え那覇市民
栄誉賞を表彰する

ことを提案したいが見解を伺う。
౴表彰について検討する。
ҩྍ行੓ʹつ͍ͯ
໰HPVワクチン接種の推進を。
౴個別通知など接種勧奨を行って
おり引き続き接種率向上に努める。
ҭ行੓ʹつ͍ͯڭ

໰児童生徒の近視への対策を伺う。
౴視力低下の児童生徒に対しては
病院受診を勧めるなど近視予防や
早期発見に努めている。
ۭ͖Ոରࡦʹつ͍ͯ
໰那覇市の空き家の対策を伺う。
౴適切な管理に努めるよう助言又
は指導していく。
ফ๷行੓ʹつ͍ͯ
໰火災件数、消防出動件数、高層ビ
ルへの火災対策について伺う。
౴令和6年中の火災件数97件、出動
件数118件。警防計画等により高層
ビルの被害軽減が図られている。

஥ా　঑࢘
ແॴଐΫϥϒ

和ా　ܓ子
ແॴଐ

金৓　なおこ
な͸ࣗຽ・ແॴଐの会

େࢁ　੝࢚
れ͍Θಹ೼͵͙ͪ͘Δ

༙઒　ேব
೔本࢈ڞౘ

Ԟؒ　ҁ೫
ແॴଐ

Լ஍　なな͑
な͸ࣗຽ・ແॴଐの会

ਸ਼ܚཡ　りか
ແॴଐ

઒　యೋࢁ
な͸ࣗຽ・ແॴଐの会

子どものډ৔ॴʹ
つ͍ͯ
໰ 子どもの居場所
の補助金増額の進
捗状況を伺う。
౴ サポートセンタ
ー糸に加入する居

場所に対するアンケート調査を実
施。多くの居場所で運営費やスタ
ッフの確保に課題があり、補助金
の増額やボランティアへの謝金の
必要性があると確認できた。居場
所に対する補助金総額を増額し、
ボランティアへの謝金も補助金対

象経費とすることとした。
໰各居場所のボランティアへの人
件費を補助金の対象経費として認
めていただくことはお願いし続け
4年かかった。実現化できて感謝す
る。こどもの居場所のない地域へ
の対応を伺う。
౴サポートセンター糸のスタッフ
が那覇市民生委員児童委員協議会
の定例会に出席し、居場所活動に
興味のある方や場所の提供者を募
る周知活動を実施。また、公民館で
の居場所活動を希望する方との調
整も行った。

ϚυΧ　ాࢁ
ࣾ・ຽ主ݑཱ ຽ・χϥΠ
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๷্ࡂのೋ項道࿏
の໰୊ʹつ͍ͯ
໰二項道路の件数、
空き家に関係する
無接道の建物の数、
課題を問う。
౴二項道路は、中心

市街地や密集住宅市街地などに多
く存在し、総数は約1,500件。無接
道が想定されている建物は約600
件程度。路線全体の拡幅が完了す
るには相当の時間を要する。
ੈքҨ໊ࣝ࢈Ԃʹつ͍ͯ
໰母屋など、老朽化の現状と対策

を問う。
౴公開から30年が経過。母屋の雨
漏りや建具の老朽化がある。赤瓦
の葺き替えについて検討していく。
஍Ҭ࣏ࣗ会΁の支ԉʹつ͍ͯ
໰自治会の数の減少と支援を問う。
౴自治会総数は、155自治会が151
自治会に減少。取組を進めたい。
৐߹͍λΫγーʹつ͍ͯ
໰公共交通の不便地域解消なら、
真地小学校周辺も適用すべき。
౴乗合率の低下や追加運行による
採算性の悪化、既存利用者の利便
性低下が懸念される。

Ӧॅ୐ۭ͖றंࢢ
৔のར׆༻ʹつ͍
ͯ
໰ 空き駐車場の活
用に向け、事業者選
定や事業導入を急
ぐべきではないか。

今後のスケジュールを伺う。
౴市営住宅駐車場は令和7年12月
現在3,178区画ある。空き区画は
575区画。国の補助金を活用し整備
しているため、入居者以外が使用
の場合は国の承認が必要。整備後
10年経過したものは、国との事前

協議を終え、目的外利用承認申請
の手続き準備を進めている。活用
方法等については、各市営住宅自
治会や関係機関と協議を行う予定。
༩ّެԂʹలࣔされ͍ͯΔৠػؾ
ؔं%�1ʹつ͍ͯ
໰公園整備と併せて、公園施設と
して利活用できるよう整備を求め
てきた。今後の取組を伺う。
౴ワークショップでは、Ｄ51があ
ること自体がよいとの意見や、一
部を残した展示がよい等の意見が
あった。市民の多様な意見も踏ま
え整備の在り方を検討していく。

෺Ձߴಅରࡦʹつ
͍ͯ
໰ 令和7年6月補正
のおこめ券配布は
良い施策だったが、
対象が限定的だっ
たため、全市民を対

象にした事業を求めてきた。今後
本市が予定している施策は全市民
を対象としたものか。
౴全市民向けの支援策としてプレ
ミアム付商品券や水道基本料金の
減免の対策がある。また重点支援
地方交付金を活用し様々な支援策

の実施を検討している。
ग़܎ʹ࢈Δ支ԉʹつ͍ͯ
໰国の分娩費用無償化の方針が示
されているが、今後無痛分娩につ
いても女性の選択の権利の観点か
らも無痛分娩費の無償化を本市で
もビジョンを示し、費用の助成を
行うべきと考える。見解を伺う。
౴国の諮問機関の審議で、保険給
付の対象にするか慎重に検討すべ
きとする意見があることを承知し
ている。被用者保険等との公平性
や財源確保の見通し等の課題があ
るため、国の動向に留意していく。

ີूॅ୐֗ࢢ஍࠶
ੜํ਑ʹつ͍ͯ
໰ 整備改善に向け
た取組として識名1
丁目をモデル地区
として選定した経
緯を問う。

౴重点改善地区の37街区から、地
域との連携の可能性の高さなどを
考慮し、今年8月に行なった庁内検
討委員会にて決定した。
行੓ʹつ͍ͯߍֶ
໰中学部活動地域展開について本
市の現状と課題、今後の方針につ

いて伺う。
౴検討会を設置し協議を進めてい
る。課題は活動の受け皿となる実
施主体や指導者及び活動場所の確
保、受益者負担の在り方である。令
和13年度末までに休日部活動の地
域展開を完了するよう取り組む。
๷ࡂ行੓ʹつ͍ͯ
໰火災予防条例に感震ブレーカー
に関する項目を追加する予定だが
どのように進められているか。
౴今回は新たに感震ブレーカーに
関する項目を追加せず、市民への
普及啓発活動を実施する。

ΘかさอҭԂ
໰ 園の運営継続が
難しい原因を伺う。
౴ 土地の権利関係
から困難な状況に
あると伺っている。
໰ 地域の保育の受

け皿として、かつて利用された施
設の活用、国交省が緩和した公園
内保育所、本市の考えを伺う。
౴少子高齢化、人口減少も踏まえ、
慎重に検討していく必要があり、
議員提案の活用等においては、他
都市の事例や法制度の整理を含め

必要に応じて調査研究を進める。
Ԟ෢ެࢁԂの+1֨نελδアム
໰建設に基金は使えるのか伺う。
౴県はスタジアム整備の財源に地
方債、国庫支出金、民間資金を検討
している。県有施設整備基金は、条
例からは充当可能のようだが、運
用規則等を確認していく。
େ道தԝͱࡔԼླྀੜපӃલのόε
ఀのؒのࠩࡾ࿏のौ଺ղফ
໰大道三叉路の渋滞改善策を伺う。
౴沖縄県が管理し、主要渋滞箇所
に指定されている。早期の渋滞解
消を沖縄県へ申し伝えたい。

೿֎ݝಐੜెのࣇ
ʹۀඅิॿ事ཱྀݣ
つ͍ͯ
໰物価高により、現
在の補助水準と実
際の費用との間に
は、保護者の努力だ

けでは埋められない大きな乖離が
生じている。上限額の引き上げな
ど、支援の拡充を早急に検討すべ
きと考えるが、見解を伺う。
౴他自治体の事例も参考にしなが
ら調査研究し、関係部署と調整を
行っていきたいと考えている。

໰楽器運搬費や伴奏者の派遣費を
補助対象とする考えはないか。
౴他自治体の事例も参考にしなが
ら調査研究していきたいと考えて
いる。
Θかり΍͘͢఻ΘΔ行੓จॻのਪ
ਐʹつ͍ͯ
໰ 前回の9月定例会で取り上げた
際、総務部長からは大変前向きな
答弁をいただいている。その後の
進捗状況について伺う。
౴現在、文書事務の手引をはじめ
とした職員向け手順書等の見直し
に取り組んでいる。

Ӧॅ୐ʹつ͍ͯࢢ
໰ 高い入居倍率が
続く中、居室サイズ
数と入居希望者の
バランス調整につ
いて見解を伺う。
౴ 来年度以降に予

定している設計時には募集状況に
留意しながら適切に検討していく。
एऀ支ԉࡦʹつ͍ͯ
໰ UIJターン促進奨学金返還事業
では、本県出身者を対象としたUタ
ーンを優先できないか伺う。
౴ 令和9年度から始まる予定の事

業は、支給目標人数を60名以上に
設定しており、Uターン者に対する
優先枠の設定は想定していない。
ถػ܉のരԻඃ֐ʹつ͍ͯ
໰11月の本市における米軍機飛行
による爆音被害について、代表質
問に対し事前報告を受けていたと
の答弁があった。その内容を伺う。
౴嘉手納基地で定期的に行われる
即応訓練が11月2日から7日に行わ
れ、午後10時から午前6時の飛行は
予定に無く、地元への影響に配慮
する旨連絡があった。なお、飛行経
路は公表されなかった。

๷ࡂରࡦʹつ͍ͯ
໰ 危険箇所の安全
対策へ適切な指導、
指摘で災害を未然
に防ぐ取組を問う。
౴ 市民からの相談
や要望等に対し、必

要に応じて関係部局と連携を図り
ながら、市民の安全・安心につなが
る寄り添った対応を進めたい。
ެԂのमસܭըʹつ͍ͯ
໰危険な段差が目立つ古島中公園
の修繕計画について伺う。
౴古島中公園の斜面の段差修繕は、

今年度に予定している。
์ஔࣗಈं等のରԠʹつ͍ͯ
໰道路や歩道、公園等に放置され
た自動車、バイク、自転車等の移動
撤去に時間がかかる事が多いと感
じるが課題と対策について伺う。
౴所有者の特定に時間を要する場
合や、指導に応じないケースも多
く、迅速な撤去が困難な状況等が
ある。所有者が判明しない廃棄車
両については、警察への照会等の
確認作業を行い、必要な手続を経
て撤去を行っている。引き続き粘
り強く取り組んでいく。

ถ܉ʹΑΔパトϩ
ーϧʹつ͍ͯ
໰実施に至る経緯。
౴ 米側から提案が
あり、市民・観光客
への配慮を前提に
理解を示した。

໰民間人の誤認拘束について、説
明がないままパトロールをすると
連絡が来たらどうするのか。
౴今回の事案の経緯を明らかにし、
対応策を報告するよう求めている。
ެࣜ-*/&のӡ༻ʹつ͍ͯ
໰断水の情報発信が遅かった。設

置された災害警戒本部に秘書広報
課の職員は配置されていたか。
౴防災担当職員が広報を担ってい
た。見直しに向け取り組んでいる。
定؅ཧऀ੍౓ʹつ͍ͯࢦ
໰札幌市は、毎年基準を設けて賃
金を上げていく賃金スライド制度
にしている。見解を伺う。
౴社会情勢の変化に対応した適切
な予算措置や労働環境確保に向け、
調査研究していきたい。
໰市長の見解を伺う。
౴スライドは通常考えると当然。
丁寧に検証するよう指示する。

ެԂ行੓ʹつ͍ͯ
໰ 特定公園施設に
係る整備費を伺う。
౴Park-PFIの整備
費は飲食店等の公
募対象公園施設は
約1億3,600万円、

特定公園施設は約1億1,800万円と
なっている。
໰Park-PFI事業は収益の一部を公
園整備に還元することを条件とし
ているが、老朽化した遊具等の整
備費として負担を求めることの想
定について伺う。

౴新都心公園のPark-PFIの事業者
は、公募対象公園施設からの収益
を見込んで、遊具等の特定公園施
設の整備費に還元していると考え
ている。
৽౎৺ެԂの؅ཧʹつ͍ͯ
໰水の道の霧の噴水が破損し、長
期間機能していない。対応を問う。
౴当該施設は、経年劣化により施
設の不具合や損傷が目立つように
なっている。大規模な修繕費が見
込まれることなどから、対応が難
しい状況となっている。今後どの
ように取り扱うか検討する。

զ೗ݹ　一࿠
೔本࢈ڞౘ

ઋ子　ݪ্
ΈΜなのڠಇʂ

༰޾　԰෢ت
ࣾ・ຽ主ݑཱ ຽ・χϥΠ

໺ݪ　Յ޹
ެ໌ౘ

ਗ਼水　ϚΦ
ࣾ・ຽ主ݑཱ ຽ・χϥΠ

੉໊೾　ᇈ
͏な ・͍ʹ ͵;͊

ཱ௡　৳৓
ެ໌ౘ

਺　たかこࢳ
͏な ・͍ʹ ͵;͊

҄ᅳ　জ
な͸ࣗຽ・ແॴଐの会

Յख઒　ߤଡ
な͸ࣗຽ・ແॴଐの会

な は 市 議 会 だ よ り ʦҰൠ࣭໰ʧ（8）ୈ 2�2 ߸ 令和8年（2026 年）2月



୭でも௨Ԃ੍౓の
ॆ࣮΁
໰ 利用者数と課題
について伺う。
౴ 令和7年10月の
利 用 実 績 は 応 募
159名に対し利用

77名。育児不安の相談が多く、経
験豊富な人材配置の必要性等が課
題である。
໰保育人材確保に向け、短時間就
労を希望する潜在保育士と保育園
をつなぐアプリの導入を提案する。
まずは実態調査の実施を求める。

౴実態調査は有意義である。手法
について調査・研究していく。
टཬੴྮொӍ水ௐ੔஑্෦の޿৔
੔උ
໰供用開始から地域に親しまれる
広場になりつつある。しかし、適正
利用と安全確保に懸念がある。利
用時間や施設目的等を明記した看
板を設置すべきと考える。
౴適切な利用方法や利用時間、施
設の目的などを明記した看板を早
期に設置できるよう取り組んでい
く。

金৓　྄ଠ
ެ໌ౘ

ίンςンπۀ࢈の
૑ग़ʹつ͍ͯ
໰コンテンツ・クリ
エイティブ産業の
創出は大変重要で
ある。①アニメ、キ
ャラクター関連は
観光産業の基本イ

ンフラ②沖縄の伝統文化のコンテ
ンツ化③県立芸術大学を含めた若
きクリエイターの活躍の場④創作
空間を不登校などの若者の活躍の
場⑤てんぶす那覇付近を新しい産
業の拠点に、以上5つを提案する。
౴調査研究を進めていく。

ҭ行੓ʹつ͍ͯڭ
໰小中学校における修学旅行費は
高い中学校で9万3,000円。お小遣
い1万～1万5,000円を合わせると、
約11万円になる。保護者の経済的負
担軽減のために補助をできないか。
౴就学援助については関係部局と
調整していく。
໰「まちなか留学HELLO WORLD」
という取組がある。特に就学援助
世帯への補助制度を要望する。
౴本事業に参加することで、異文
化理解の良さに気付く機会になる。

٢ཬ　໌
ެ໌ౘ

ҭ行੓ʹつ͍ͯڭ
໰ SEL（ソーシャ
ル・エモーショナ
ル・ラーニング）教
育導入について伺
う。
౴今後、子どもたち

の非認知能力を育む多様な手だて
の一つとして、学校や保護者へ情
報提供を行っていく。
໰就学援助で修学旅行費を一度保
護者が全額を立て替えて、後日返
金する方式が残る学校があるが、
修学旅行費の支払いが困難な世帯

を把握しているか伺う。
౴就学援助の申請状況及び結果に
ついて、対象世帯の情報の共有を
図っている。
໰修学旅行費における就学援助は、
学校によっては保護者の立て替え
を必要としない運用がされている
学校もある。好事例を全校で共有
し、立替不要方式へ移行を進めて
いただきたい。まずは修学旅行費
の目安額を年度初めに保護者に周
知することは可能か伺う。
౴年度初めに教育委員会から各学
校への通知等の対応を検討する。

Ώ͍な　ݪ্
な͸ࣗຽ・ແॴଐの会

จԽܳज़ͱ子ども
のډ৔ॴʹつ͍ͯ
໰ なはーとダイア
ローグの議論を踏
まえ、子育てや介護
と創作活動を両立
できるよう、ケア費

用を含む契約整備、なはーとを活
用した子どもの居場所作りと学び
の場として出席扱いを求める。
౴契約モデルの提示は意識啓発に
つながる。関係者と意見交換を継
続する。子どもの居場所は関連部
局と連携し実現可能性を模索する。

ฦؐʹつ͍ͯࠎ人Ҩٿླྀ
໰返還の歴史的意義と国際的潮流
を踏まえ、市として主体的に関与
すべきではないか。
౴返還の意義は理解しており、管
理主体の大学と協議しながら適切
な処遇を検討する。
ҭ行੓ʹつ͍ͯڭ・ࢱ෱・߁݈
໰①若者の薬物対策、②年末年始
の生活困窮者支援、③教職員メン
タルヘルス対策の専門性を求める。
౴①相談窓口の周知や回復支援を
関係機関と連携、②支援情報の一
覧化、③人員体制の強化に努める。

あさͻ　ݪٱී
ࣾ・ຽ主ݑཱ ຽ・χϥΠ

ࣾ会基൫ͱͯ͠の
৯支ԉɻ՝୊のڞ༗
を
໰本市での「安心・
安全な食支援」の現
状と、フードバンク
の果たす役割を問

う。
౴全国フードバンク推進協議会に
よると、フードバンクとは安全に
食べられるが、流通販売できなく
なった食品を無償で提供する活動
である。本市の生活困窮支援を担
当する部署には日々の食の確保に

苦慮されている相談もあり、その
方々に支援を行う上でも、フード
バンク団体の活動は大変重要であ
ることから、生活相談と食料確保
の一体的な支援の必要性を認識し
ている。
　本市の食料支援は、多くの民間
団体や個人、企業、社会福祉協議会
の尽力に支えられており、食料の
受入れや再分配は民間のフードバ
ンクが重要な役割を担っている。
　課題は、必要な方に必要な食料
支援が安定的に行き届くような体
制づくりと考えている。

લധ　ඒل
ແॴଐ

ҩྍతέアࣇɺՈ଒
΁支ԉの֦ॆを
໰現状を問う。
౴ケア児163名、在
籍は保育・こども園
11名、小学校9名、
中学校1名。

໰看護師の配置、その他必要な措
置を講ずる取組と課題を問う。
౴看護師は、こども園に4人常駐配
置、医療的ケアが必要な時間帯に
訪問看護師をこども園5人、放課後
児童クラブ2人、小学校4人を派遣。
課題は看護師の安定確保。

ੑのଟ༷ੑをଚॏ͢Δ৚例੍定΁
໰条例は党市議団が先駆けて10年
前に提案した。2026年の制定の際
は、差別的取扱い禁止の周知と普及
啓発のために小冊子を作成すべき。
౴作成を含め、周知を検討する。
ಹ೼ࢢのҧ๏な行੓行ҝのੋਖ਼を
໰最高裁判決に従わず、違法行為
の是正、必要な造成工事もしない
のは言語道断。市議会の担当委員
会は第三者検証委員会での検証を
強く求めている。この担当委員会
の決定への措置・対応を問う。
౴措置や対応はしていない。

ໜ࣏　ݎݹ
೔本࢈ڞౘ

෦׆ಈの஍Ҭల։
ʹつ͍ͯ
໰ 本市が考える部
活動の地域展開の
趣旨・意図について
伺う。
౴ 将来にわたり生

徒のスポーツ活動機会を確保する
ため、部活動を地域主体の活動へ
展開し、教員の負担軽減も図る。
໰教員の負担軽減と児童生徒の活
動機会の確保をどのように両立さ
せ、今後、地域展開をどのように進
めていくのか伺う。

౴生徒が将来にわたりスポーツや
文化に親しむ機会の確保を基本と
し、まずは休日の部活動から地域
主体の活動へ展開することで、活
動機会の維持・充実を図り、結果と
して教員の負担軽減につなげてい
く。
໰部活動指導員の配置拡充につい
て、今後の見通しを伺う。
౴部活動指導員の配置は、教員の
負担軽減や生徒の活動機会の確保
につながっている。今後の増員に
ついては、財政面などを踏まえ慎
重に検討していく。

Ӊࠜ　ྑ໵
ແॴଐΫϥϒ

੥ئ・௠৘のఏग़ʹつ͍ͯ
　どなたでも、市政についての要望等を請願・陳情と
して市議会に提出することができます。
　詳しくは、市議会ホームページをご覧いただくか、
議会事務局議事管理課までお問い合わせください。

【お問い合わせ】議会事務局 議事管理課
TEL （098）862-8153
FAX （098）862-8296

地デジ

���
チャンネル

OCNテレビでも
本会議を

ੜதܧ！お子様連れでの傍聴や
手話通訳（事前申込）など、

詳しくはお問い合わせください。
議会事務局庶務課
TEL　（098）862-8108
FAX　（098）862-8296

ຊ会議ɾҕһ会Λ
๣ௌ͠·ͤΜ͔
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ಹ೼ࢢ議会
Πンλーωοトதܧ
本会議・
予算決算常任委員会を

録画中継も
ご覧になれます。

⎞
⎠

⎛
⎝

ੜதܧ！
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4つの常任委員会

予算決算常任委員会　　12/17審査 　　

11月定例会で可決等された主な議案

　4つの常任委員会（総務、都市建設環境、教育福祉、厚生経済）において、担当する部署が所管する条例、1億5千万円以上の工事等の契約、3千
万円以上の不動産・動産の買入れ等の契約、陳情等について審査しています。

ʬ議Ҋୈ103߸ʭ ಹ೼市੫৚ྫのҰ෦をվਖ਼する৚ྫ੍
ఆについて（૯務常任委員会）
地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律

が施行されたことに伴い、特定親族特別控除の創設等を行うものである。
 条例改正による税収への影響について
 �年度により対象者が変わるため一概には言えないが、特定扶養
控除の要件引上げで397万円の減、特定親族特別控除の創設で
1,165万円の減、給与所得控除の引上げで7,686万円の減、合
計9,248万円相当の減収を見込んでいる。

ʬ議Ҋୈ12�߸ʭ ಹ೼市ਫ਼ਆোがいऀ地Ҭ׆ಈࢧԉηン
ターのࢦఆ管理ऀのࢦఆについて（ڭҭ෱ࢱ常任委員会）
　那覇市長田にある那覇市精神障がい者地域活動支援センターの
指定管理者として、特定非営利活動法人あごらぴあを指定管理者
として提案するものである。
 指定管理予定候補者のこれまでの経験について
 �精神障がい者に対する支援を長期間実施しており、障がい福祉
サービスでは、Ｂ型事業所、グループホーム、計画相談事業所
などを行っている。

ʬ議Ҋୈ116߸ʙ議Ҋୈ123߸ʭ ಹ೼市ڞಉར༻ࢪઃの
（常任委員会ࡁܦੜް）ఆについてࢦఆ管理ऀのࢦ
　市内8か所にある那覇市共同利用施設は、地域密着型施設に該当
するなどの理由から非公募とし、那覇市協働によるまちづくり推
進審議会へ諮問を行い、現在の指定管理者である各自治会を指定
管理予定候補者として選定する旨の答申を受けている。
 指定管理料について
 �形式上は本市の公共施設となっているが、土地は自治体の所有
で、建物も自治体が運営しており、実態としては普通の自治会
の集会所と同じであることから、無償になっている。

ʬ議Ҋୈ10�߸ʭ ಹ೼市Ӧॅ୐৚ྫのҰ෦をվਖ਼する৚
ྫ੍ఆについて（౎市ݐઃڥ؀常任委員会）
　子育て世帯及び新婚若者世帯の住まいの確保を支援するため、
市営住宅の入居資格などを改正する。
 改正内容について
 �子育て世帯については、小学生から高校生年代までの子どもが
いる世帯を対象に、収入基準を緩和する。新婚若者世帯につい
ては、婚姻後2年未満で夫婦だけが入居する世帯、かつ夫婦いず
れも40歳未満の世帯を対象とし、市外又は県外からの入居も認
めた上で収入基準を緩和し、10年間の期限付定期入居枠を大名
市営住宅の新棟に15戸程度確保する予定である。

11月定例会の主な審査事項

　4つの予算決算分科会（総務、都市建設環境、教育福祉、厚生経済）において、担当する部署に関係する当初予算、補正予算、決算を審査してい
ます。分科会の委員は、4つの常任委員会の委員で構成されております。

ʬ議Ҋୈ111߸ʭ ྩ࿨�೥౓ಹ೼市Ұൠ会ิܭਖ਼予算（ୈ5߸）
ಹ೼市एऀ6*+ターンଅਐ঑ֶۚฦؐࢧԉ事ۀについて（૯務෼Պ会）
　令和9年度からの奨学金返還支援補助金の支給開始に先立ち、
今年度から周知広報業務を開始するために新規で予算計上する。
 周知の方法と対象人数について
 �県外の大学約800校へチラシを送付する。令和9年度に60人
以上を支援予定

দඌެԂの੔උについて（౎市ݐઃڥ؀෼Պ会）
　令和8年度までの2年間で整備をする。次年度の工事を一部前倒
しすることで、事業を推進する。
 整備の内容について
 �松尾公園は市道を隔てて北エリアと南エリアにある。その園
路のバリアフリーと広場の整備、バリアフリートイレ、あずま
やの整備となっている。

૯合తなֶߍ։์ਪਐ事ۀについて（ڭҭ෱ࢱ෼Պ会）
　地域学校連携施設の空調機器の取り替え修繕を実施するため854
万7千円増額。対象校は、宇栄原小学校、銘苅小学校である。
 不具合が生じた時期及び補正の時期について
 �銘苅小学校は令和5年度から、宇栄原小学校は令和6年度から生
じていたが、どちらも全体的に壊れたわけではなく、稼働する空
調機で暑さをしのいでいた状況であった。当初予算でも計上し
ていたが、他に急を要する学校があり、予算が不足したため、今
回の補正で予算計上する。

てΜͿすಹ೼Ϛネジϝント事ۀについて（ްੜࡁܦ෼Պ会）
てんぶす那覇の多目的ホールで使用するワイヤレスマイクの受信機

に、不具合が生じていることから、その購入費として増額補正する。
 いつ頃から壊れているのか
 �夏頃から不具合が出ており6つのうち4つが故障している。現在、こ
の分は、指定管理者と調整しながら有線マイクで対応している。

11月定例会の主な審査事項

物価高騰の影響を受ける市民（幅広い世代・階層）への支援策を実施する内容

ʬ議Ҋୈ13�߸ʭ ྩ࿨�೥౓ಹ೼市Ұൠ会ิܭਖ਼予
算（ୈ6߸）
・プレミアム付商品券（電子版）を発行

プレミアム率30パーセント
　【対象】市内在住の全市民
・おこめ券10枚を配布
　【対象】�住民税非課税世帯及び均等割のみ課税世帯

課税標準額100万円以下の市民の方
・こども一人あたり２万円を支給
　【対象】18歳以下の児童を養育する市内在住の父母等
　　※対象者に対し、1月中旬に通知を発送し、2月上旬に振込予定
　　※公務員等は別途申請手続きが必要。2月から受付予定

ʬ議Ҋୈ135߸ʭ ྩ࿨�೥౓ಹ೼市ਫಓ事ۀ会ิܭ
ਖ਼予算（ୈ3߸）
水道基本料金3か月分を免除（令和8年1月分～同年3月分）
　【対象】市内全戸
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　令和7年10月12日、本市の三大ࡇりのひとつである「那覇大綱
挽まつり」のض಄行ྻにࠇのムムψチハンターを着用した那覇市
議会議員が参加し、国際通りを練り歩きました。

「那覇大綱挽まつり」の旗頭行列に参加

議案第103߸ 那覇市税条例の一部を改正する条例制定について
議案第106߸ 那覇市放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例制定について

議案第107߸ 那覇市営住宅条例の一部を改正する条例制定に
ついて

議案第110߸ 那覇市下水道条例及び那覇市水道給水条例の一
部を改正する条例制定について

議案第111߸ 令和7年度那覇市一般会計補正予算（第5߸）
議案第112߸ 令和7年度那覇市介護保険事業特別会計補正予

算（第2߸）
議案第113߸ 令和7年度那覇市国民健康保険事業特別会計補

正予算（第2߸）
議案第114߸ 令和7年度那覇市後期高齢者医療特別会計補正

予算（第2߸）
議案第115߸ 令和7年度那覇市水道事業会計補正予算（第2

߸）
議案第133߸ 那覇市教育委員会委員の任命について

11月定例会で可決・同意された主な議案
௠情第 5 ߸ 日常生活用具給付等事業（ࢴおむつ）の給付金

額の増額について
௠情第16߸ 令和8年度社会福祉施策及び予算の充実につい

て
௠情第22߸ 那覇市認定こども園に関するॾ問題への対応に

ついての௠情
௠情第24߸ 那覇市দ山地区における客引き及び路上駐車の

常態化に関する対策の強化について
௠情第25߸ 長ా二丁目「指定校変更許可地域」拡大の要請

について
௠情第27߸ 那覇市立神原小学校の「校内自立支援室」の維

持について
௠情第28߸ 発達支援児保育事業の補助金増額に関する௠情
௠情第29߸ 有機フッ素化合物（PF"S）による汚染源の特定

と根本解決を求める௠情
௠情第32߸ 児童館児童ް生員賃金の算定額統一のお願い
௠情第33߸ わかさ保育園の園児の保育継続を求める௠情

ʲ一部採択ʳ

11月定例会で採択された陳情

※全ての議決結果については、
　�市議会ホームページをご覧ください。

※全文は、市議会ホームページをご覧ください。

※内容については、
　市議会ホームページをご覧ください。

有機フッ素化合物（PFAS）による汚染源の特定と根本解決、
及び市民、県民の安心・安全な水道水の確保に関する対策費

の恒常的支援等を求める意見書
　PF"S汚染問題の解決の原則は、汚染源を特定することと、それに
基づいて汚染者負担を適用することである。汚染の原因が強くٙわれ
る米軍基地について、日米地Ґ協定により自治体が調査できない状況
が続く中、PF"Sを完全আ去するまでは、๺୩ড়水場の高性能ཻ状活
性୸をはじめPF"Sの低減やআ去等にかかる費用は、国の責任で負担
すべきである。
　よって、本市議会は、市民と県民の生命、健康、安全を守る立場から
関係機関に対し、生命維持と生活に不可欠な安心・安全な水道水の確
保に向けて、下記事項を速やかに実現するよう、強く要請する。

記
̍　米軍基地内の立入調査を沖縄県や地元自治体と早急に行うこと。
̎　汚染源を特定し、根本解決に向け取り組むこと。
̏　健康被害がٙわれる段֊であっても、国が先行して対策を講じる

べきという予防原則に則って、汚染源の特定から根本解決までの間、
PF"Sの低減やআ去、健康調査等に関して国による߃常的な財政措
置を講じること。

̐　日米地Ґ協定をൈ本的に改定すること。
̑　普天間飛行場の運用ఀ止、ด࠯・返還をはじめ、米軍基地の整理

ॖ小を促進すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和7年 	2025年
 12 月 19 日 那　覇　市　議　会

あて先ɿऺ議院議長 参議院議長 内ֳ総理大ਉ 外務大ਉ
国土交通大ਉ 環境大ਉ ް生労働大ਉ 防衛大ਉ
内ֳ官๪長官（沖縄基地負担軽減担当）
沖縄県及び๺方対策担当大ਉ

11月定例会で可決された意見書（要約）

な͸ࢢ議会ͩΑりʹؔ͢Δお໰͍߹Θͤ 令和�年౓　੓຿׆ಈඅ
ऩࢧใࠂॻ、ྖ ऩॻ等を
市議会ホームページで
ެ։しています。

議会事຿ہௐ査๏੍՝
TEL　（098）862-819�
FAX　（098）862-8296

　令和7年12月16日付で外間有里議員が議会運営委員会委員を
ࣙ任し、ཌ17日に新たに下地ななえ議員が指名により選任されま
した。

議会運営委員会委員の変更
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アϧόΠトઌのセΫϋ
ϥ໰୊ʹつ͍ͯ
໰ アルバイト先での
セクハラ問題は学生に
とって身近な問題であ
り、職場内でセクハラ
が起きている事例もある。市として、現状をどの
ように把握しているか。

एऀのҧ๏ༀ෺औకͱ
ਖ਼·でαϙート͢Δߋ
औ૊ʹつ͍ͯ
໰那覇市では、どれだ
けの人数がこれらの違
法薬物でୁัや検ڍ、
補導されているかを把握しているのか、現状を伺
う。

（�2）ୈ 2�2 ߸

若者ミライ議会！　ྩ࿨̓೥11݄19೔に։࠵されたʮಹ೼市एऀϛϥイ議会ʯでは、ԭೄେ
ֶのֶੜが議員となΓ、チームごとにಹ೼市の市政にؔし࣭問をߦいまし
た。֤チームのテーϚと࣭問のҰ෦を要໿してࡌܝしています。ʮಹ೼市
एऀϛϥイ議会ʯのಈ画は、ӈのೋ࣍ݩίーυかΒご覧になれます。

एऀの౤ථ率্޲ͱ主ڭऀݖҭ
໰今年から౤ථできる立場になり、周囲の政治へ
の関心のなさを実感した。若者に対して政治に関
心を持ってもらうための取組と、その成果や今後
の方針について伺う。

のରԠʹつ͍ͯ࣌֐ࡂ人΁のࠃ֎
໰外国人の方々が安心して過ごすためには、災害
時に安全に避難できる環境を整えることが重要だ
と考えるが、市としてどのような取組を行ってい
るのか。

子ども৯ಊʹつ͍ͯ
໰子どものශ困に対し、子ども食ಊの取組はとて
も効果的だが、那覇市が子ども食ಊに対してどの
ような支援を行っているのか。子ども食ಊの現状
について伺う。

஍਒発ੜおΑͼ௡೾ܯใʹର͢Δආ೉支ԉ
໰災害発生時に、避難に支援が必要な方に向けて
どのような体制整備が行われているか。災害時要
配慮者個別避難計画の進捗、避難所での生活につ
いて伺う。

ಹ೼ࢢのັྗを࠷େ׆ʹݶか͠たޫ؍のありํͱ
͸どのΑ͏なものか
໰那覇市の魅力を生かした観光施策の現状につい
て、観光業界を活性化させ県外の観光客をݺび込む
ために市としてどのような取組を行っているのか。

ΑりΑ͍ଟจԽڞੜࣾ会࣮ݱのためɺࢲた͕ͪऔ
り૊Ή΂͖こͱ͸Կか
໰那覇市に在住資格を持つ外国人の人数とそれ
ͧれの国籍について、上Ґ̑つを伺いたい。現在、
多言語にਫ਼通した職員はԿ人いるか。

ΑりΑ͍ଟจԽڞੜࣾ会࣮ݱのためɺࢲた͕ͪऔ
り૊Ή΂͖こͱ͸Կか
໰那覇市に住む外国人の人数は約8,700人。外国人
児童や労働者に対して、市が行っている支援はど
のようなものがあるのか。

ެԂ੔උʹお͚Δࢢຽ͕਌͠Έ΍͍͢औ૊
໰市内の大型公園、大規模公園において、バリア
フリー化を推進する必要があると考えるが、バリ
アフリー化の現状はどうなっているのか。

ަ௨ौ଺をղফ͢Δํ๏΍ެަڞ௨ؔػのར༻ଅ
ਐʹつ͍ͯ
໰渋滞は市民生活に支障を来している。解決には、
公共交通の利用促進が重要と考えるが、交通渋滞の
認識と課題、また実施されている対応策はあるのか。




